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令
和
七
年
|

つ
き
ま
し
て
は 、

殿

月
十
三
日

会

長

般
社
団
法
人

森

山

全
国
治
水
砂
防
協
会

四
顧
面
園
師

誓
国
霞

肝
防
協
囲

囲
歴
圃
垣

こ
れ
ら
提
言
事
項
の
実
現
を
要
望
い
た
し
ま
す 。

つ
い
て
次
の
と
お
り
提
言
を
採
択
し
ま
し
た 。

我
々
は 、

土砂災害発生件数

540性
88件

40件

412件[ m:
がけ崩れ：

【被害状況】
人的被害：死 者

負 傷 者
家屋被害：全 壊

半 壊

一部損壊

※令和7年10月31日時点（速報値）

8/11 | やっしろしこうぜんじ

熊本県八代市

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
を
開
催
し 、
砂
防
関
係
事
業
の
促
進
に
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あさくらし ふなぞこたにがわ

砂防施設の効果事例（福岡県朝倉市）—船底谷川第二砂防堰堤

令和7年8月9日からの大雨により、福岡県朝倉市杷木古賀地区で土石流が発生し
が、砂防堰堤が約7,600而の土砂を捕捉し、人家や国・県道、学校、消防署等、杷木
域の中心地への被害を防いだ。一

福

砂防堰堤の機能を早期回復し、再度の
土石流に備えるため、令和6年度に新
規制度化された「砂防災害復旧事業」

｀＇を初適用し、緊急除石が行われる予定。

I 
短時間で多星の降雨や地震による被害が確認された箇所において、砂防施設に

よって土砂等を捕捉するなどした事例が47件※報告された。 5か年加速化対策等に
より整備された砂防施設も効果を発揮した。

国土強靭化実施中期計画に基づき、継続的・安定的に施設整備を行っていくこと
が重要である。

※令和7年3月末時点

効果を発揮した砂防施設（令和6年の事例）
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5か年加速化対策による砂防施設の効果事例
まつばやし さわ しもへいぐんいわいずみちょう

手県下閉

（資料提供：国土交通省砂防部、福岡県）
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以
上

今
年
は
線
状
降
水
帯
が
多
発
し、

大
雨
に
よ
る
士
砂
災
害
が
各
地
で
発
生
し
た
ほ
か、

林
野
火
災
や
火
山
噴
火
に
伴

い
t
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
事
態
が
生
じ
た。

一

方、

こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
砂
防
堰
堤
等
の
施
設
が
効
果
を

発
揮
し、

被
害
が
防
止
・

軽
減
さ
れ
た
事
例
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る。

今
後
の
気
候
変
動
や
地
震
・

火
山
活
動
の
活

発
化
に
よ
り
土
砂
災
害
の
激
甚
化
と
被
害
の
深
刻
化
が
危
惧
さ
れ
る
中、

土
砂
災
害
か
ら
人
命
を
守
り、

安
心
し
て
葬

ら
せ
る
地
域
と
強
靱
な
国
士
を
実
現
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り、

以
ド
の
項
H
に
つ
い
て
早
急
に
実
現
を
図
る

こ
と
を、

こ
こ
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
に
於
い
て、

国
及
び
都
道
府
県
に
提
言
す
る。

土
砂
災
害
防
止
施
設
の
強
力
な
整
備
推
進

土
砂
災
害
か
ら
人
命
を
守
り、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
す
る
た
め、

こ
れ
ま
で
の
資
材
価
格
・

人
件
費
高
騰

等
の
影
響
を
勘
案
し、

国
土
強
靱
化
予
算
に
つ
い
て
は、

第
一

次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て、

令
和
七
年
度
補
正
予
算
に
甫
点
措
置
す
る
と
と
も
に、

令
和
八
年
度
当
初
予
算
を
大
幅
に
増
額
し、

能
登
半
島
な
ど

被
災
地
に
お
け
る
再
度
災
害
防
止
対
策
に
併
せ、

士
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
に
よ
る
事
前
防
災
対
策
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と。

2.

「
い
の
ち」

と
「
く
ら
し」

と
「
な
り
わ
い
」

を
守
る
砂
防
事
業
の
推
進

地
域
の
社
会
・

経
済
活
動
を
支
え
る
碁
礎
的
イ
ン
フ
ラ、

地
域
を
支
え
る
産
業
等
を
保
全
し、

国
民
の
「
い
の

ち」

と
「
く
ら
し」

と
「
な
り
わ
い」

を
守
る
砂
防
事
業
を
推
進
す
る
こ
と。

ま
た、

地
す
べ
り
発
生
箇
所
に
お
い

て
都
道
府
県
が
実
施
す
る
短
期
・

集
中
的
な
再
度
災
害
防
止
対
策
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め、

特
定
緊
急
地
す
べ

り
対
策
事
業
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と。

さ
ら
に、

土
砂
災
害
対
策
の
生
産
性
•

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
D
X

の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と。

気
候
変
動
等
に
よ
る
土
砂
災
害
の
激
甚
化
に
対
抗
す
る
流
域
治
水
に
お
け
る
砂
防
の
取
組
等
の
推
進

河
川、

道
路、

上
ド
水
道、

林
野
の
各
事
業
と
連
携
し
た
「
土
砂
・

洪
水
氾
濫
対
策」
、

「
イ
ン
フ
ラ
・

ラ
イ
フ
ラ

ィ
ン
保
全
対
策」
、

「
流
域
流
木
対
策」

を
進
め
る
と
と
も
に、

ソ
フ
ト
対
策
と
ハ
ー
ド
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
「
防

災
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
土
砂
災
害
対
策」

に
積
極
的
に
取
組
む
な
ど、

流
域
治
水
に
お
け
る
砂
防
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と。

特
に、

土
砂
・

棋
水
氾
濫
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め、

危
険
流
域
の
抽
出
調
杏
を
速
や
か
に
実

施
し、

流
木
対
策
を
含
む
計
画
の
策
定
を
進
め
る
こ
と。

さ
ら
に、

地
震
時
に
お
け
る
土
砂
災
害
リ
ス
ク
を
評
価
す

る
手
法
の
研
究
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に、

切
迫
す
る
大
規
模
地
震
等
に
よ
る
広
域
災
害
や、

単
発
の
災
害
に
比
べ

て
被
害
が
拡
大
す
る
「
複
合
災
害」

へ
の
備
え
を
強
化
す
る
こ
と。

既
存
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
に
よ
る
機
能
の
強
化
と
有
効
活
用
の
推
進

長
寿
命
化
計
画
に
甚
づ
く
既
存
施
設
の
維
持
管
理、

修
繕
及
び
改
栗
に
よ
り
老
朽
化
対
策
を
進
め
る
こ
と。

ま
た、

持
続
可
能
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
実
現
に
向
け、

都
道
府
県
管
理
施
設
に
つ
い
て、

自
動
点
検
導
入
等
に
伴

う
長
寿
命
化
計
画
の
更
新
を
支
援
す
る
と
と
も
に、

新
た
に
雪
崩
防
止
施
設
を
支
援
の
対
象
と
し、

充
実
を
図
る
こ

と。

さ
ら
に、

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
資
す
る
小
水
力
発
電
や、

防
災
啓
発
・

地
域
活
性

化
に
資
す
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
S
A
B
O
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト」

な
ど、

既
存
の
砂
防
施
設
を
有
効
活
用
し
地
域
課
題
の
解

決
に
貢
献
す
る
取
組
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
警
戒
避
難
体
制
の
強
化

自
助
・

共
助
を
強
力
に
支
援
す
る
た
め、

高
精
度
な
地
形
梢
報
を
用
い
た
基
礎
調
杏
や
基
礎
調
資
結
果
公
表
前
の

リ
ス
ク
情
報
の
周
知
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
精
度
向
上
や、

砂
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
土
砂
災
害
専
門
家
に
よ
る
地
区
防
災
計
画
作
成
に
係
る
助
言
な
ど、

災
害
時
の
避
難
に
つ
な
が
る
地
域
の

取
組
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と。

併
せ
て、

火
山
噴
火
や
大
規
模
災
害
時
等
に
迅
速
な
対
応
が
行
え
る
よ

う、

デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
新
技
術
の
開
発
・

実
装
を
進
め
る
こ
と。

組
織
・

人
員
の
強
化

砂
防
事
業
の
推
進
及
び
T
E
C-
F
O
R
C
E
等
に
よ
る
災
害
発
生
時
の
円
滑
な
自
治
体
支
援
の
た
め、

地
方
整
備
局

等
や
研
究
機
関
に
お
い
て、

必
要
な
人
員
の
確
保
及
び
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と。

ま
た、

地
域
の
安
全
•

安
心
に

係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
砂
防
分
野
の
大
学
の
研
究
者
が
継
続
し
て
確
保
さ
れ
る
よ
う

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
こ
と。

さ
ら
に、

災
害
対
応
の
担
い
手
で
あ
る
地
域
建
設
業
の
育

成
並
び
に
人
員
確
保
等
の
取
組
の
允
実
を
図
る
こ
と。

令
和
七
年
十
一

月
十
三
8

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会




